
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
来
た
ら
出
す

来
な
き
ゃ
出
さ
な
い

年
賀
状
）
（
怒
ら
な
い

信
じ
て
告
白

怒
ら
れ
た) 

（
父
責
め
る

時
だ
け
仲
良
い

母
娘
）
（
あ
ふ
れ
て
る

気
力
体
力

で
も
定
年
）

り
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い

て
、
火
山
連
合
中
越
地
協

副
議
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
連

合
新
潟
青
年
委
員
会
と
女

性
委
員
会
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
議
長
団

が
代
読
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
冨
井

事
務
局
長
が
一
年
間
の
活

動
を
報
告
し
、
全
員
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
の
議
事
で
は
、

第
１
号
議
案｢

２
０
１
７

年
度
活
動
方
針｣

を
冨
井

事
務
局
長
が
提
案
し
、
満

場
の
拍
手
で
提
案
ど
お
り

決
定
し
た
。
続
い
て
、
第

２
号
議
案｢

役
員
選
出｣

を

倉
品
事
務
局
次
長
が
提
案

し
、
満
場
の
拍
手
で
承
認

(1)第917号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2017年1月11日

代
議
員
（
新
教
組
）
を
選

出
し
た
。

総
会
議
長
か
ら
は
、

｢

不
慣
れ
だ
が
総
会
を
実

り
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
協
力
い
た
だ
き
た

い｣

と
の
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
役
員
を
選
出
し
た
。

次
に
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委

員
会
を
代
表
し
、
神
田
委

員
長
が
一
年
間
を
振
り
返

 
 

連
合
中
越
地
協
青
年

女
性
委
員
会
（
愛
称
・
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
）
第

11
回
総
会
が
、

12
月
７

日(

水)

午
後
６
時

30
分

か
ら
勤
労
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

最
初
に
、
加
藤
事
務
局

次
長
が
開
会
挨
拶
を
行

い
、
総
会
議
長
に
齋
藤
代

議
員
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
と
飯
吉

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
、

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

 
 

(

中
越
高
齢
協
高
橋)

連
合
新
潟
労
働
条
件
委

員

会

が
、

12

月

９

日

(

金)

に
開
催
さ
れ
、
連
合

新
潟

17
春
季
生
活
闘
争

方
針(

案)

に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。 

ル
の
住
民
は
、
先
ず
屋
内

退
避
を
行
い
、
配
布
さ
れ

る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用

し
ま
す
。
避
難
は
基
準
値

を
超
え
た
地
域
の
み
、
一

週
間
以
内
に
原
則
自
家
用

車<

自
家
用
車
の
避
難
困

難
者
は
市
が
用
意
し
た
バ

ス>

で
、
市
の
指
定
し
た

避
難
先
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
市
の
Ｈ
Ｐ
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
正
確
な
情
報

を
入
手
し
て
あ
わ
て
ず
冷

静
な
対
応
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
高
齢
者
な

ど
の
避
難
に
は
地
域
内
で

の
手
助
け
な
ど
の
助
け
合

い
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
避
難
計
画
に
は

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
今

後
も
避
難
計
画
の
見
直
し

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は

者
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

は
、
介
護
い
ら
ず
の
健
康

な
期
間
で
あ
る
健
康
寿
命

を
延
ば
し
て
健
幸
（
す
こ

や
か
、
幸
せ
）
に
生
き
る

か
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

食
生
活
習
慣
・
壮
年
症
候

群
の
予
防
と
高
齢
者
が
か

か
り
や
す
い
う
つ
病
に
対

し
て
は
、
物
事
を
前
向
き

に
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

休
憩
後
、｢

原
子
力
災

害
時
の
避
難
行
動｣

に
つ

い
て
長
岡
市
役
所
原
子
力

安
全
対
策
室
原
子
力
防
災

担
当
の
林
正
和
氏
か
ら
講

演
を
受
け
た
。

林
氏
か
ら
は
、
万
が
一

原
子
力
災
害
が
起
き
た
場

合
は
、
距
離
に
よ
っ
て
基

本
行
動
が
違
っ
て
き
ま

す
。
長
岡
市
の
大
部
分
の

５
か
ら

30
キ
ロ
メ
ー
ト

れ
た
。
ま
た
、
新
役
員
挨

拶
で
は
抱
負
と
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
た
。

総
会
の
最
後
は
、
倉
品

新
副
委
員
長
が
閉
会
挨

拶
、
石
田
新
委
員
長
に
か

わ
り
、
齋
藤
新
副
委
員
長

の
団
結
頑
張
ろ
う
三
唱
で

閉
会
し
た
。

早
速
、
総
会
後
に
は
第

１
回
委
員
会
が
開
か
れ
、

委
員
会
役
員
連
絡
体
制
、

年
間
活
動
計
画
と
各
担
当

任
務
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
枠
地

協
幹
事
等
に
つ
い
て
決
定

し
た
。

当
面
す
る
活
動
は
、
第

２
回
委
員
会
兼
新
旧
役
員

引
継
ぎ
会(

１
月

27
日)

で
詳
細
を
決
定
す
る

引
き
続
き
、
次
代
を
担

う
多
く
の
青
年
女
性
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。

人
程
度
で
一
年
間
に
１
６

０
０
人
増
え
高
齢
化
増
加

率
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
高
齢
化
率
は

右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
。
高
齢

決
定
さ
れ
た
。

総
会
終
盤
は
、
先
ず
旧

役
員
が
挨
拶
し
、
神
田
前

委
員
長
を
は
じ
め
役
員
か

ら
は
、
１
年
か
ら
３
年
間

委
員
を
務
め
た
感
想
や
思

い
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会
へ
の
期
待
と
新

役
員
へ
の
激
励
が
述
べ
ら

中
越
高
齢
協
は
、

12
月
１
日(

木)

13

時

30

分
か
ら
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ

ろ
に
お
い
て｢
第
21

回
中
越
高
齢
協
セ
ミ

ナ
ー｣

を

52
名
の
参

加
者
で
開
催
し
た
。

高
齢
協
加
瀬
会
長

と
、
連
合
中
越
小
林

事
務
局
長
の
共
催
挨

拶
に
続
き
、｢

高
齢

者
の
心
と
体
の
健

康｣

に
つ
い
て
、
長

岡
市
役
所
長
寿
は
つ
ら
つ

課
・
保
健
師
川
上
美
佳
氏

か
ら
次
の
よ
う
な
講
演
が

あ
っ
た
。
４
月
１
日
現
在

の
長
岡
市
の

65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
人
口
は
８
万

連
合
中
越
地
協
青
年
女
性
委
員
会(

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会)

定
期
総
会
後
は
、
第
１
回
委
員
会
で
任
務
を
協
議
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連
合
中
越
高
齢
協
セ
ミ
ナ
ー

原
子
力
災
害
時
の
避
難
行
動
な
ど

昨
年
の
漢
字
は
『
金
』
と
決

ま
り
ま
し
た
。
リ
オ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
金

メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
日
本
中

が
感
動
と
興
奮
に
包
ま
れ
、
選

手
の
活
躍
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
次
期
大
統
領
の
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
も
髪
が
金

髪
と
い
う
こ
と
で
印
象
深
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
さ

て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
は
こ
の
年
末
年
始
、
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
？
。
私
は
、
毎
年
こ

の
時
期
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
観

戦
す
る
こ
と
や
新
聞
で
結
果
を

見
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

今
年
は
、
帝
京
長
岡
高
校
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
サ
ッ

カ
ー
部
が
新
潟
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い

て
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で

ベ
ス
ト
４
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
延
長
戦
の
末
に

敗
れ
た
も
の
の
、
優
勝
し
た
福

岡
第
一
高
校
に
も
大
健
闘
い
た

し
ま
し
た
▼
こ
れ
ま
で
練
習
し

て
き
た
成
果
を
出
す
こ
と
は
大

変
難
し
い
こ
と
で
す
。
結
果
は

受
け
止
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
仲
間
と
同
じ
目
標
を

持
っ
て
努
力
し
て
き
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立

つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

今
回
負
け
た
悔
し
さ
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
人
と
し
て
の
力
を
更

に
増
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

副議長

松野憲一郎≪№234≫

   東蔵王２

連
合
新
潟
労
働
条
件
委
員
会

春
闘
方
針
案
を
協
議
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
求
め
た
い

上
司
の
質
に
も

格
差
あ
り
）
（
は
し
ご
酒

つ
い
た
と
こ
ろ
が

交
番
所
）
（
静
け
さ
や

空
気
読
む
人

眠
る
人
）
（
愚
痴
聞
い
て

小
言
を
聞
い
て

で
も
割
り
勘)
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2017年 連合中越地協各支部 支部長挨拶

高戸 和昭支部長

橋本 豊支部長

中村 俊之支部長

山本 英二

今、「働き方改革」が安倍政権の目玉政策のように宣

伝されていますが、労働者が勝手に長時間・過密に働いて

いるわけではありません。賃労働の関係―雇用する、され

るという労資の関係なのですから、「働かせ方」こそが問

題にされるべきです。

労働組合がない職場で働く地域の仲間や非正規の仲間

は、声を上げづらい環境に置かれています。北魚沼支部の

構成組織ではどのような活動をしているかを交流し、まず

は構成組織間で、そして地域にも労働組合の存在価値が実

感でき、支部の組織活性化と組織拡大につながる活動がで

きるよう、相談しながら進めていきたいと思います。

支部長

山口 耕一郎支部長

あけまして おめでとうございます

小千谷支部

見附支部 北魚沼支部

南魚沼支部

十日町支部

新年明けましておめでとうございます。日頃から連合

小千谷支部の活動に参加いただきありがとうございま

す。

  昨年の参議院選挙では連合推薦候補者の当選に向けご

協力いただき感謝しております。選挙では与党の圧勝に

終わり、アベノミクスが一層加速されると思われます。

政治・経済の変化は我々の生活に直結しています。地

域・推薦議員と連携し、安心して暮らせる地域社会を目

指します。昨年１１月末に支部定期総会を開催し、２０

１７年度の運動方針・新役員体制を承認頂きました。今

年も『生活者第一』を考え、地域に根付いた活動を進め

労働組合の存在をアピールできる活動を取り組んでいき

たいと思います。新しい年が皆さまにとって幸せ多き年

となるよう心からお祈り申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。見附地区

支部長の高戸和昭と申します。出身労組はＪＰ労組

三条支部見附分会です。

昨年の支部総会では前支部長、事務局長、地協幹

事の後任がようやく決まり、組織として新しい船出

の感であります。まだ支部としては右往左往の状況

ですが、一年間の活動を地道に取り組むことを目標

に乗り切りたいと思います。１０月の議案審議には

中越地協幹事さんたちのお越しをお待ちしていま

す。

     2017年明けましておめでとうございます。

降雪も少なく、穏やかな年のスタートとなりました。今年

が組合員の皆様にとって充実した年になることをご祈念申し上

げます。今年は「同一労働同一賃金」などの非正規雇用の処遇

改善、「長時間労働是正」が問われるのではないでしょうか。

掛け声だけで終わらせることなく、労働法制による法的な裏付

けを求めていかなければなりません。

連合は、すべての働く人々の雇用・労働条件の維持向上、

医療・年金・教育・環境などくらしの安全・安心にかかわる政

策の提言など様々な取り組みを行ってきましたが、格差の拡大

や貧困、将来への不安は拡大しています。社会の格差拡大に歯

止めをかけ、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向け、

すべての働く人々と連帯して職場や地域で行動していくことが

求められています。安心して働き暮らせる地域社会の構築に向

け、十日町市・津南町の地域の中で、労働組合として取り組め

る課題から取り組んでいきましょう。全産別・単組・組合員が

連合運動に「参加」し、幅広い仲間とネットワークを構築でき

るよう、地域に見える運動を取り組みましょう。4月には十日

町市長選挙、市議会議員が実施されます。衆議院議員選挙にも

備える必要があります。政策制度実現のためには政治には無関

心ではいられません。各産別・単組での支援等をお願いし、連

合中越地協十日町支部活動への一層のご理解・ご協力をお願い

申し上げ年頭の挨拶といたします。 

新年明けましておめでとうございます。旧年中は南

魚沼支部の活動に対し，ご理解とご協力をいただきま

して誠にありがとうございました。

昨年は参議院選挙，県知事選挙，市長選挙などで新

しい人が当選されました。今後の行われる政策によっ

て私たちの生活にどのように影響がでてくるか不安で

はありますが，組合員の皆さまとしっかり連携して今

年の活動を取り組んでいきたいと思います。

新しい年が皆さまにとって幸せ多き年となるよう心

からお祈り申し上げます。

役  職 氏  名 出身産別 役 職 氏  名 出身産別

委員長 石田千絵 ＪＡＭ新潟 委 員 脇園 学 日教組(新教組)

副委員長 齋藤祥一 電力総連 委 員 小嶋妙子 日教組(新教組)

副委員長 倉品祥子 自治労 委 員 尾本奈恵子 ﾍﾙｽｹｱ労協

副委員長 加藤一成 ＪＰ労組 委 員 押野見拓哉 ﾍﾙｽｹｱ労協

事務局長 富井大智 ＵＡｾﾞﾝｾﾝ 委 員 高津雅子 日教組(高教組)

事務局次長 曽山高志 ＵＡｾﾞﾝｾﾝ 委 員 萩野宗次郎 ＪＰ労組

事務局次長 大久保加奈 全労金 委 員 山口美樹 私鉄総連

事務局次長 木田由紀子 地協事務局 委 員 山田健太 自動車総連

委 員 松尾美希 自治労 委 員 阿部公輝 ＪＥＣ連合

委 員 佐藤 魁 ＪＡＭ新潟 委 員 田邊雄大 基幹労連

委 員 綿貫竜吾 ＪＡＭ新潟 委 員 横木智香 全水道

２０１７年度連合中地協ＳＪネット委員会役員体制


